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　　　工nthe 　previous 　study
，　by　the　app ］ication　of 　multivarlate 　ana ｝ysis，　 seven 　preference 　factors

for　foods− regardless 　of 　attributive 　factors− wh 三ch 　gave 　infユuence 　on 　preference　for　foods　were

extracted
　and 　these　facters　were 　con 且rmed ．to　play　important　roles 　for　this 　preference．

　　　In　this　study
，　we 　have　 ana ］yzed 　food　preferences　 through 　 crosstotaling　 attributive 　factors

（such 　as　age 　d量fferences
，

星iving　areas 　and 　occupations ）．

　　　The 　 results 　 were 　 as　follows：

1．　Even　though 　the 　difference　in　foDd　prefernces　between　men 　and 　women 　is　scanty ，　 this　dlf．
ference

　between　the 　ages 　of 　30　year801d 　and 　40　years　old 　is　conspicuous 　in　both　sexes ．　Therefore，
it　become 　possible 　to　conc ！ude 　that　a　turn 三ng 　pQint　for　food　preferences 　lles　in　their　301s　in　both
sexes ．

2・ A ・ t・ J・p・n ・・e ・tyl・ c ・・k・d　f。・d・，　th・・e　i・ ・1… h・ diff・・e・ ・e ・f　p ・ef ・・e・ ce　and 　m ・・ p ，ef，，

pr・tein・ us 　f・・ds　and 　w ・ men 　prefer　rather 　ce ・eals ．

3．　Though 　younger 　people　prefer　western ・style 　foods
，
　variQus 　kinds　of　snacks 　and 　desserts，　older

people　（over 　50
／
s）　prefer　tradional　Japanese　foods．

4．　As　to　the　regional 　difference　of 　food　preferences，　peQple　in　Tokai　district　are 　moderate 　
and

resemble 　to　the 　average 　of 　all　Qver 　Japan； those　in　Kanto　district　se 童ect 　various 　foQds　indiscri．
minately ；those　in　the ．Hokkaido，　Chugoku，　Shikoku　and 　Kyushu　districts　are 　cQnservative 　ia　the｛r
food　likes　and 　also 　dislikes； Those　ln　Kinki　dlstrict　show 　extreme 　tendencies　for　both　their　hkes
and 　dislikes； and 　those 　in　Tohoku　and 　Hokkaido　show 　no 　de丘nlte 　preferences ．
5． When 　the　trend　of　food　preferences ．is　compared 　with 　groups   f　same 　age

，
　 there 　are 　seme

differences　for　this　preference　between　occupational 　groups ，
　and 　the　professional 　technical　 workers

do　the　selection 　of 　foods　more 　positively　than 　the 　laborer　do．
6・ 1… nd ・・i・ n

・
・h・ f・・d　p ・ef ・・e・ ce ・ a ・e　g・e・・ly ・ff・… dby ・g・ g ・・ u 弖・s

　a・ d　littl，　by　g、。。ps
of 　 sex

，
　Iiving　areas 　 or 　 occupatior 】s．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　 緒　言

　共 同研究者 ：
＊， 関 東 学院女子短 大，熊野 昭子 （香川県明善短大）， 永
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一
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）　　　　　　　 好 も著る し く変 っ たとい わ れ る 。 著者らは 食 品 や 料 理
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表 1．性 ・年齢 階層別，地域 別の 調査対象 （人 ）

謡
北 　海 　道

東

関

北

東

近

北

東

陸

海

畿

中国
・
四 国

九 ーー丿

ユ2卩

判 女

　 9
（18．0）
　 25
（16．1）
　 工27
（17．8）
　 17

（22，4）
　 50
（ユ5．9）（15．8

　 82　　110

（16．5）（19．2）
　 50　　 52’
（／6．6）（17．7）
　 11　　 12
（12．9）（11．9）

　 10
（15．6）
　 27
（16．4）
　 13G

（17．7）
　 12
（16。7）
　 47

　　）

2。1「

男　　女

3  N

　 10
（20．0）
　 26
（／6．8）
　 ユ28

（18．0）
　 14

（18，4）
　 51

（16．2）
　 84
（16．9）
　 45
（14．9）
　 28
（33，0）

　 9
（14．1）
　 27
（16．4）
　 126

（17．1）
　 17

（23．5）
　 47

（エ5．8）
　 111

（19．4）
　 46
（15．7）
　 42
（41，5）

男 隊
　 8　　 14
（16．0）（21．9）
　 26　　 24
（16．8）（14．5）
　 118 　 　123

（16．5）（16．7）
　 7　　 10

（9．2）（13．9）
　 53　 　 51

（16．9）（17，1）
　 75　　 82
（15．1）（14．3）
　 50　　 51
（16．6）
　 10
（11・8）1

40〜 50一 60川 無 回 答 十
　ニ
ロ

荊 男 司 則 女 剃 女

　 9
（18．0）
　 28
（18．1）
　 116

（16．3）
　 11

（14．5）
　 52

（16．6）
　 90
（18，1）

　 　 　 　 57
（17．4）（18．8）
　 12　　 10

（11．9）（11．8）

男 女

三
R i，・919，、・3P2，糖、

　 425
（18．5）

　 347

（15．8）

15461G10 一 一 5064
（23．4） （8．0） （9．4）（20．O）（15，6） 一 一 （100．0） （100．0）

3225272528 一 一 155165

（19．3）（16，1）（16．4）（エ6，1）（17．0） ｝ 冖
（100．0）（100．O）

124U21131091203 一 713736
（16，8）（15．7）（15．4）（15，3）（16．3） （0．4） 一 （100．0） （100．O）

121513128 一 一 7672
（16．7）（19．7）（18，1）（15，8）（11．1） 一   （100．0） （100．0）

51514856541 一 314298
（17．1）（16．2）（16．1）（17．9）（18．1） （0．3） 一 （100．0） （100．0）
109938172791 一 497572

（19．1）（1＆ 7）（14．2）（14，5）（13．8） （O．2） 一
（100，0） （100，0）

48494649502 一 302293
（16．4）（16．2）（15．7）（16．2）（ユ7．1）（0，7） 一 （100．O） （10D，　O）

12151Q1113 一 一 85101
（11．9）（17．6） （9、9）（12．9）（12．9） 一 一 （100．0） （100．O）

　 367 　　373 　　 403　　 364 　　344 　　 344
（15．9）（17．0）（17．5）（16．6）（15．0）（15．7）（1§『？）　（o．ζ）　　　：　　（？63P9）　（？6996）

＊） 表中の （ ）内は ％で 該当地域 の 男 また は 女 の 総数 に 対す る割合を示 す。

表 2．調査対象の 職業 別，年齢階層区分 （
一
部）

薜 避 響 ・2・一 ・・− 1 ・。一 40〜 50 一 ・・一 隔 回 劉 　計

管 　 　理 　 　職 一 皿 4 （3，4） 5 （4，3） 3ユ（26．5） 55（47．O） 20（17．1） 2 （1．7） 117（100．0）
専 門 技 術 職 5 （2，4） 50（24．0） 49（23．6） 45（21．6） 33（15．9） 23（11、1） 3 （1．4） 208（100，0）
労 　 　務 　 　職 17 （4．O） 86（20．O） 103（24，0） 112（26，0） 81（18．8） 30 （7，0） 1 （0．2） 430（1GO，0）
農 　林 漁 業 一 ＿ 11 （6．1） 13 （7．2） 59（32，5） 51（28．2） 47（26，0） 『 『 181（100．0）
学 　　　　 生 686（68．3） 309（30．8） 4 （O，4） 1 （0．1） 一 一 一 一 4 （0．4） 1

，004（100．0）
主 　 　 　 　 婦 1 （O．1） 44 （6．0） 180（24．4） 190（25．7） 174（23．5） 149（20，2） 1 （0．1） 739（100．0）

（以下．ま と め て 食品 と い う） に 表現 され る好み構造お

よ び そ の 変化 の 実態を マ ク ロ 的な立 場か ら捉え る 目的で

本研究 に とりカ；か っ た。

　前報 1）
で は ，嗜好 の 分析 に 際 して ，従来 よ く採 り上 げ

られた 性 ・年齢．地域，職業，収 入，家族構成 とい っ た

属性因子 の みで は 十分な説明がで ぎな い こ とに着目し．

多変量解析を 適用 して ，こ れ らの 属性以外で 嗜好 に 影響

を及ぼす 7 つ の 因子 （嗜好因子）を 抽 出 し ， こ の 嗜好因

子 が 食品 の 選択や喫食実態を左右す る 食品 の 好 み に 重要

な役割をもつ こ とを統計的に 確か め た こ とを報告 した。

　本報で は ． 性 ・年齢 ， 地域，職業 の 各属性別 の 食品の

好 み傾向を 「好 み 値」 と 「好み の 偏 り度」 の ク ロ ス 集計

で 解析した結果を報告した い
。

1　調査内容およ び方法

　調査内容 とそ の 方法は rg　1 報
i）

で 述べ た 通 りで あ る。

　性 ・年齢．地域別．職業別 の 調査対象を表 1 〜2 に 掲

げ た 。 （表 1 ，表 2 ）

皿　解析結果 お よび 考察

　食品 の 好 み 傾向を解析す るに 際 して．145 種 の 食品 そ

れ ぞれ に つ い て   「好み値」を 測定 し．  「好みの 偏 り

度」を求 め た 。

　食品 の 好み値は ，各食品 の 5 段階評価尺 度値そ の もの

の 値と した 。 調査票
t ）で は ，

1点が大好き，2 点 が 好き

……とな っ て い るが ，値が 大きくな る ほ ど好ぎを 示す方

が わ か りや す い の で ，以 下 で は そ れ ぞ れ ，5 点を大好 き，

4 点を好ぎ……と変換した 「好み値」 と した 。 （表 3 ）

　好み の 偏 り度 は 次の 理由か ら定義した。すな わ ち，食

品 の 好 み で ．積極的な 人は 好きな食品数が 多 く，嫌い な

食品数 は 少ない と考え る こ とがで きる 。 した が っ て ．好

ぎな食品数と嫌 い な食品数の 比 を と る こ とに よ っ て ，好

み の 積極性を示す一つ の 指標が 得 られ る。 こ の 指標 を 用

い る こ とに よ っ て．食品の好み の マ ク P 的な積極度を調

べ る こ とが で き る 。

　そ こ で ，あ る属性集 団 の 好 み の 偏 り度は ，それぞれ の

食品 に っ い て，調査対象全体 の 平均好み値 （Pt） と，そ
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の 属性集団別平均好み値 （Ati）を比較 し，1％危険率で　　　　　va＝属性別対象数　　σ ＝μ の 標準偏差

有意差が 認め られ る 好ぎな食品数 と嫌 い な食品数の 比率 　 　 　 t（ni − 1．0．01）＝自由度 （ni − 1） の 1 ％で の t 分

と した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 布値

　　　好 み の 偏 り度＝好 きな食晶数／嫌 い な 食品数　　　　　1． 性 ・年齢階層別

　有意差検定に は 次式を 用 い た 。

』
　　　　　　　　　　　　 1） 好み の 傾向

　　　1仰一
μ1≧ t（ni 一工，　O．01）σIV毎　　　　　　　　　　　図 1 は 「好 み の 偏 り度」 と有意差 1 ％ の 「好きな食品

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 4，性 ・年齢 階層 別好み の 偏 り度
’

年　齢

階　層

12va−・

20　 N30

　 N40

　 N50

　 N60

　 〜

男

好 き食繖 嫌喰 融 1購 蝙 喉

448975887223 064435冖
◎

237R

）
8

1．683
．232
，290
．390

，330
．41

女

好 き食嫐 1嫌喰 釧 好み 蝙 渡

03684

西
1

896134 卯

留

29767787

ユ、703
．442
．280

，240

．440
．47，

全 体

好 き食 品数 1嫌喰 品数 睡 蝙 礦

1128878q

ソ
7123

871408423788 1．693

．372
．320

．240
．350
．42

合 計 1 ・・7 3521 　 … ．S 332 343 ・…　 132・ 348 0．94

平 均
食品数

56．1 58．7 55．3 57．2 54，5 58，0

8．07

．06

．0

5 ．04

．0

3 ．O
好
み

の
　 　 　 2 ．O
偏
り

度

1 ．o

o ．5

・1 　 　 　 　 　 5　　　　　　10

1

有意水 準 1％．で 好 きな食 晶数

2030 　　 40　　50　　　 70　　　　100

図
・1．一性 ・年齢階層別好 みゐ傾向

　　　　　（107） 47

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Cookery Science

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Cookery 　Soienoe

　 調 理科学 Vol．15　No ．2 （1982）

蓑 5．性 ・年齢階層 別食 品の 好み の 変動
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数」で み た 性 ・年齢階層別食品の 好み 傾向で ある 。 縦軸

に．は好み の 偏 り度 を と り，横軸に は好きな食品数を と っ

た 。両 方 の ク ロ ス 点が 上 に ゆ くに 従 っ て，また 右 に寄る

ほ ど食品 の 好み度が高くなるこ とを示す 。 （図 1 ，表 4 ）

　図 1 で み る と，男女共 に 10〜30歳代と40〜50歳代，6G

歳以上が，好み の偏り度お よび好きな食品数の 全体平均

値を境に分か れ る 。 すなわ ち．10歳代か ら20歳代に か け

て食品 の 好 み 傾向は 上昇拡大 し，30歳代 で 下降縮少 しは

じめ るが平均値以上 に と どま る 。 40歳代で好み 傾向は急

激に 平均値以下 に 低落し，50歳代．60歳以上とほ とん ど

変 らない 好み 傾向を示 して い る。こ の よ うな結果は著者

らの 昭和49年調査
2hS ）

で も認 め られた 。 好み 傾向の 男女

差は ほ とん どみ られ な い 。した が っ て，30歳代と40歳代

の 間 に食品の好み の変動域がある の で は な い か と推測さ

れ る 。

　戸 田 ら d“s）　ex食品 の 嗜好 は 10歳代 で 動的，20歳代 は 動

的余地を残 して 10歳代 よ り安定．30歳代 で ほ ぼ安定す る

と み て い る。こ の 見解 と著者 らの 解析結果 で は 幾分 の ズ

レ が あ る よ うに．思われ る が ， 本調査 は 昭和53年10月現在

の もの で あ り．加齢に 伴 う連続的な好 み 傾向の 変化を 示

す もの で は な い か ら，興味あ る仮説 と して 追跡 中 で ある。

　 2） 好きな食品 ・嫌いな食品

　性別 に 好 み 値 の 高い 食品をみ る と（表 3 ）．男子は 「う

なぎ蒲焼き．焼き肉，味喰汁，そば，天 ぷ ら，焼きと

り」などで ，蛋白質性食品が 目立 つ 。女子 は 「炊き こ み

飯，五 目ず し，茶碗む し，洋菓子」 な どが上位を 占め，

糖質性食品が多い 。男女共通 に高い 好み値を示す食品は

「さ しみ ，に ぎりずし，す き焼き」 で ，洋菓子 ，焼き肉

を除 くと，永い 間 日本食と呼ばれ て親し まれ て い る食品

群 で あ る 。

　 「い ち ご，メ P ン ，りん ご 」 な ど の 果物類 も男女 の 別

な く高い 好み値を示 すが ，概して 男子 よ り女子 の 好み値

が高い 。

　なお，好み値 3．8 以上を示す食品の 普及率 は，すべ て

95％以上 で あ っ た 。 好み値 2．5以下 の 嫌い な食品は ，男

女 同 じ く 「キ ャ ビ ア ，ボ ル シ チ
，

タ バ ス コ ソース ，オ ー
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ト ミール ，ブイ ヤ ベ ース 」 な ど で ．普及率は 60 〜 50％程

度 に とど ま っ て い た。普及率は 「食 べ た こ とがな い 」 と

回答 した者 の 割合を 100％か ら差引い た値で あ る。以上，

好 み値 の 高 い 食品は ，従来 の 日本食 で あ り．普及率 の 高

い 食品で あ るe．食球慣れと普及度 が 相乗的 に 作用 して 高

い好 み 値を もた らす の で は な い か と考え られ る 。

　 性別 t 年齢階層別 に 食品 の好き・嫌い を み る と （表 3），

お よそ IO〜201t代 ．30〜40歳代，
「
50歳代〜60歳以上に 区

分 で ぎる よ うで あ る。特 に 10〜2G歳代と50歳代以上 の 高

年層は 好み傾向が対照的で あ る。すな わ ち．10歳代の 男

女 は 好 み 値3．8 以 上 の 好きな食品数が 多 く， その 食品群

は 洋風食品，デ ザ ー ト類 ，
ス ナ ッ ク 類で ある 。

20歳代男

女 も好 み値 の 高い 食品数は や や減少する もの の 好み食品

群 は 同様で ある 。
こ れ に 対して 50歳代以上 の 高年層男女

の 好 み 食品は和風伝統食品に集中 し，男子は 「味嗜汁，

豆 腐，ご飯」，女子 は こ れ らの 食品に 加 え て 「ご ま和 え，

酢 の 物，漬物，焼 き魚，煮豆，きん とん 」が ，好み値
3．8 以上 で出現して い る 。 高年層 に好 まれ る こ れらの 食

品は 10〜20歳代若年層の 場 合は好み値 3．0 近辺 に 分布し，

若年層で 好み 値 の 高い 洋風食品，デザ ー
』
ト類 は，高年層

で は 好 み値 2．5以下の 嫌 い な食品 に 属 して い た。

　 30歳代，40歳代 で 好 み 値 3．8以上を 示 す食品 は ，30歳

代男子 の ビール （4．0），30 歳代女子の 焼ぎ肉 （3．8）だ

けで あ っ た 。40歳代男女は好み値（3．0）の好きで も嫌い

で もな い 食 品 が 大部分を占め選択的特徴が みられなか っ

た。しか し，30〜40歳代 で は ．10〜20歳代 の 若年層 お よ

び50歳代以上 の 高年層 の 好 み 傾向が 混在す る 可能性が思

考 され，見か け上 ， 平均好み値が 中心化 して い る の で は

ない か が 懸念 され る。そ こ で 各食品 ご とに 年齢階層別 の

好 み値 の 標準偏 差 を 検討 し た が ，こ れ は そ れ ほ ど大きく

な い
。 したが っ て ，30歳代，40歳代の 中に 異なる 嗜好が

混在して い る の で は な い か とい う仮説 は 成立 し ない こ と

が わ か っ た。

　表5 に 性 ・年齢階層別 に 食品 の 好み 変動を示 した 。 20

歳代，30歳代か ら好 み値が次第 に 低下す る食最 は ，男女

と も洋風食品が 多 く，特に 30歳代男女 の 好み 変動 は 著 る

しい
。 年齢階層が高くな る ほ ど好み値上昇を示す食品は

和風食品であり，20歳代男女 に 多 い 。女子は 40歳代 か ら

好 み値が 上 昇す る 食品が 多い 。また AL30 と A − 40
，
　 B

− 30と B − 40に 属す る 食品数を比較する と，そ の 差 が大

きい こ とからも前述 の30歳伶と40，Ut代 の 間 に 好 み の 変勲
域 が 存在す る こ とを検証 で きる e

／この 好み の 変動は ，加

齢 に伴う生理的変化に 由来す る もの か ，社会的な食生活

環境の 変化 に よ る もの か ，そ の 他 の 要 因 が 作用 す る の か ，

著者 らの 研究課題 の
一

つ と して い る。（表 5）

表 6．地域 別食 ttの 好み の 変勤
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＊ ）北海道 ・
東北 ・北陸 ・

閧東 ・東海 ・
近 畿・中国四 国・九州

　 の順 で 比 較。
＊ ）（．）内は 全 国平均 好み 値 の 偏差　　。
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　2． 地 域 別

　1） 婦み の傾向

　図 2 に 地域別の 食品好み傾向を示 した。全国平均 の 好

みの 偏 り度 は0．72
， 好 きな食品数20．　4ic’あ る。図上 の 点

線は 好み 傾向を 明 らか に する た め の もの で 統計的な意味

を もつ もの で は な い 。（図 2）　　　 1

　一
般 に 東海地 域は 全国平均値的嗜好傾向を 示 す と い わ

れ て い る が ，本調査結果 で も東海地域が全国平均値的な

好み傾向を示 して い る （好み の 偏 り度0．71，好きな食品

数 22）。 近畿は 好きな 食品 も嫌い な食品 も多い 結果を示

して い る 。 北 陸．中 国 ・ 四 国は 好きな食品 数が少な く，

嫌い な食品数の 多い 比較的保守的 な好み 傾向を もつ もの

と考え られ る 。 これ に反 して関東は積極的 な好み傾向を

示す e 関東 は 好きな食品 数 （66）が ズ バ 抜け て 多 く，嫌

い な 食品 （8）は 少ない 。 こ の 現象は ，調査対象者が関東

地域 の 中で も東京 ・横浜 の 大都市 に 集中 し てい る こ と，

こ の 地 域 で は 食品情報と市場実態が一
致し新 しい 食品 を

E 常的 に導入 しや すい こ と，主 と して消費地域である こ

と，外食な どに よ る経験を通 して多種類 の 食品 に馴染み

やすい こ となど，嗜好を拡大す る うえで 必要 な 学 習 要

素
6＞

を身近 か に 備えて い るか らと考えられ る。

　北海道．東北 は 好 き な 食品 数 （13．15） は 多 くな い が．

好 み の 偏 り度 は 全国平均値を上 廻 り，嫌い な食品数 （5，

9）が特に 少ない こ とを示 して い る。九州は 好 きな 食品

数 （8）が少な い わ りに 嫌い な食品数 （工4） が 多 く全 国

平均値を 下廻 る好み 傾向に あ る が，北陸，中国 ・四国の

各地域 と共 に 地域独 自の 好み 食品が あるの で は ない か と

推測さ れ る 。

　2） 嫁きな食品 ・嫌い な食品

　表 6 ，表 7に 地 域別 に み た 好 み値差 の 大 ぎい 食品 を選

び 出 した 。 表 6A パ タ ソ の 食品は ，北海道 ， 東北 で 好み

値 が 高 く，中国 ・四 国，九州 に い くほ ど好 み 値が 有意に

低下す る食品群 で 地域特産物的な色彩 が 濃い 。 B パ タ ン

は北で好み値が有意に高く，関東．東海で は ほ ぼ全国平

均好み 値，南 で 好 み 値 の 低 い 食品群 で あ るが，食品群Pc
こ れ とい っ た 特徴 は 認 め られない 。 C パ タ ン は 関東，東

海 で 特 に 好み値 が 高い 食品群 で あ るが ，こ の 中 に は 全国

平均好み値以下 の 洋風食品 が 多 く含まれ て い る 。 D パ タ

ソ の 食品 群 は B パ タ ン と逆 の 好み傾向を示す食品群であ

る が．そ の 数は は る か に 少ない 。 （表 6 ）

　なお，地域特産とみ られ る食品は，高年層，若年層に

関係な く好み 値 が 高い （表 7 ）。東北 の 納豆．山菜類，グ

表 7．地域別 に 好 み差 の 大 きい 食品

＼
＼ 幽

食 品　　
＼

＼

全 国平均好み値 東 　 　 北 関　 　 東 柬 　 　 海 近 　 　 畿 中国 ・四国
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図 3．職業 劉 ・
年齢階層励好み の 傾向

リーソ ア ス パ ラ ガ ス ，東海 の うなぎ蒲焼き． わ さび 漬，

近畿の 高野豆腐な どに そ の 例が み られ る。関東で は洋風

食品や新 し い 食品の 好み値が 高 く，若年層 と高年層の 間

の 差が少ない 特徴が み られ る 。

　 3． 職 業 別

　職業因子が 食 品 の 好み に どの 程度に 関与す るか図 3で

検討した 。

　平均的好み の 傾向を 示 す の は 管理職お よ び 年齢が 各層

に 分布す る 主婦で あ っ た 。 専門技術職は好み食品 数43，

好 み の 偏 り度1・87で．最も高い好み 傾向 に あ り，年齢階

層別男女平均 の 30歳 代 g好み 傾向に 近 い
。 学生 の好 み傾

向は こ れ に 次 い で 高 く，好きな食品数 ex8s．好 み の 偏 り

度L63 で，10歳代男女 の 好み 傾向に類似す る。農林 漁 業 ，
労務職 そ の 他 の 職種は 40歳代の 好み 傾向 と似 て，好 き

な食 品 数，嫌い な食 品数共 に少ない こ と を示 して い る 。

以上りよ う寒 こ とと表 2 か ら．職業に よ る好 み差 は ，職

52

業を構成す る年齢層に 左右され る こ とが 確 認 で ぎ る。

（図 3，表2 ）

　しか しなが ら職業が食品の好み に影響を与え る こ とも

事実 で あ る。専門 技 術 職 の 調査対象者 は 20〜40歳代まで

ほ ぼ 同 じ割合で 分布す るが ，好み の 偏 り度が 最 も高 く積

極的な好 み傾向を 示 し，20歳代か ら50歳代 まで 大体向b
比率 に あ る 労務職は 好 み の 偏 り度が 低い こ とは 興味あ る

知見 で ある 。 （表 2）

Is「 要　　約

　食嗜好 の 変化 とそ の 要因を 明らか に す る目的 で，食品

の 好 み 度を測定 し解析を 行 っ た 。調査 は 昭和53年10月，
12歳以上 の 男女 5，000 人 を 対象 に 実施 した 。

　第 1 報で は 性 ・年齢，地域，職業，家族構成などの 属

性以外 で ．嗜好そ の もの に影響を及ぼす嗜好因子を抽出

し，こ の 嗜婦 因 子が 各属性 と関連 しあ っ て 嗜好を規定す

（112）
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る こ とを統計的に 確認 し，食品に 対す る好み の 変化を追

跡す る基礎的内容 とな る こ とを 報告 した 。

　本報で は 前報に 続い て，性 ・年齢階層別，地域別，職

業別 の 嗜好傾向を 食品 の 「好 み 値」　「好 み の 偏 り度」 に

よ っ て解析 し，次の よ うな結果が得られ た 。

　1） 食品 の 好み 傾向の性差は僅少であるが，年齢階層

差は 大 きい 。 特 に 男女共 に 30歳代 と40歳代の 問 に 大 き
r
な

断層 が認 め られた 。 すなわ ち ，
10歳代か ら20歳代に か け

て好きな 食品数が増加 し，好 み の偏 り度は 上昇す るが，

30歳代 で は 下降しは じめ，40歳代 で急激 に 全体平均値以

下に 低落 ，
50歳代，

60歳以上 の 高年層とほ と ん ど同 じ好

み 傾向を示 した。

　2） 好 み 値 3．8以上 の 好 きな食品群をみ る と，男子は

和風 の 蛋 白質性食品が 多 い の に 対 し，女子は 和風 の 糖質

性食品 で ほ とん どを占め る 。 年齢階層別 で は 10〜20歳代

の 若年層 は 洋風食品，ス ナ ッ ク 類，デザ ート類 の 好 み 値

が 高 く，50歳代以上の 高年層の 場合 の 高い 好み値は和風

伝統食品IC集中し，若年層，高年層の 間で対照的 な好み

傾向が 認 め られ た。好み 値 の 高い 食 品 は 普及率 （95％ 以

上） も高 く，好み 値 に 寄与す る こ と を示 した 。

　3）　地域別 に み る と，東海 が 全国平均値的な好み 傾向

を示 し，関東は 最 も積極的な食品 の 好み 傾向を 示 した。

北陸 ・中国 ・四 国 は か な り保 守 的な 好み 傾向で あ っ た 。

近畿は 好み値 の 高 い 食品も多い が低 い 食晶 も多 い 。 北海

道 ， 東北は 近畿 と反対 の 好み傾向を示 した 、 九州は 好み

値の 高い 食品数が 少な く，好 み の 傾 り度 も低 い 。各地域

の 特産食品 の 好 み 値 は 年齢階層 に 関係な く高い 。

　　　　圖 司圄 鬮

　4） 職業別の 食品の 好み傾向は，各職業を構成す る年

齢階層 の 影響を 受 け て い た。しか し，年齢 構成 が ほ ぼ 同

じ比率 で 分布す る専門技術職 と労務職の 問で ，専門技術

職が食品 の 好み の うえで 明らか に積極性を示す の に対 し

て．労務職 の 好み傾向は 低 い こ とか ら，職業 も また食品

の 好み に 影響を及 ぼ す こ とが わか っ た 。

　5） 以 上 を総括す る と，地域別，職業別の 食品 の 嗜好

差 に 比 して，年齢階層別 の 嗜好差が最も大 きい こ とが 認

め られ た 。 特に男女共30歳代に嗜好変動の分岐域がある

よ うに 考え られ た。

　本調査研究 に あた り，御多用中に もか か わ らず快 く御

援助下 さ い ま した次の 諸先生に 深く感謝い た します 。

　片 山 喜美 子，森成 子 ，岡 田玲 子，遠 藤和 子．木村登 茂，

渡辺 満利子 ． 簑原惇子 （陳謝敬称略）

文　献

ユ）　山 口 和子
・高橋史人ほ か ： 調理科学　13，289

　　（1981）

2） 山 口 和子 ： 関東学院女子短大論叢 54，37（1975）

3） 山 口和子ほ か ；第 22回 日本栄養改善学会論集

　　（1975）

4） 戸 田　準ほ か ：武田研究所報 37，
82 （1978）

5） 戸 田　準 ほ か ：調理科学　11，177 （1978）

6） 斎 田 育秀 ： 食の 科学　35．80 （1977）

　　　　　　　　　　　　（昭和57年 1 月20日受理）

印南 敏 ・ 楓 ⊥修 八 編 「食 物 繊 維」

　 現在食物に 関心 の ある人 々 に とっ て，食物繊維とい

うこ と に つ い て の 知識 を 持つ 必 要が あ る。い ろ い ろ と

総説的 な もの は 出 て い る が ，食物繊維に つ い て まとま

っ た 成書は 出て い なか っ た の で，ある意味で は 待望 の

書 とい うべ ぎ もの が 本書 で あ り，わ が 国 の 研究者に よ

り 食物繊維に つ い て まとめ られ た 最初の本である 。

　 国立栄養研究所 の 印南部長，北海道大学農学部桐山

教授 が 中 心 とな っ て ，食物繊維の 研究者に よ りそれぞ

れ の 専門の 立場か ら書か れ た もの で ，臨床面 に つ い て
』
は 慈恵医大 の 方 々 が 担当 して お られ る。

　 食物繊 維 に つ い て は ，まだ 研究 の 途上 で あ り，測定

（A5 判 396ペ ージ　定価 3800円　第一出版 ）

法 自体に も問題がある わけで ，今後の 研究 に よ り本書

の 内容も改訂す べ き点 もあ る とは思 うが，少 くと も現

在の 知識 の 集大成 され た もの と い え るわけ で ，現時点

で は 参考 に な る と こ ろが 多 く，一
読 され る こ とをおす

すめ す る 。

　内容 は 序説，食物繊維 の 化学，食物繊維 の 分析 法，

食物繊維 の 物理化学的性質，食物繊維の 生理作用 ，食

物繊維 の 腸管内に お け る消化 と代謝，腸内細菌と食物

繊維，食物繊維と疾病，食物繊維の 食 品へ の 応用 ，食

品 中の 食物繊維 の 含量，食物繊維 の 摂取量，付表 と な

っ て い る 。　　　　　　　　　　　　　　　 （元山）
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